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●●●携携携帯帯帯電電電話話話等等等ののの使使使用用用等等等ににに関関関すすするるる罰罰罰則則則ののの見見見直直直ししし    

今までは ・・・          （第 ７１条 ５号 の５ 第 １２０条 第 １項 第 １１号 関 係 ） 

罰則の対象となるのは、自動車や原動機付自転車の走行中の携帯電話

等の使用等により、「道路における交通の危険を生じさせた」場合に限られ

ていました。 

         「３月以下の懲役又は５万円以下の罰金」 

 

   大型 １２，０００円 

             普通  ９，０００円 

二輪  ７，０００円 

原付  ６，０００円 

 

       ２ 点 

 

 

改正後は ・・・ 

「道路における交通の危険を生じさせなくても」、自動車や原動機付自転

車の走行中に携帯電話等を手で持って、通話したり、メールの送信等のた

めに画像を注視したりする行為は、罰則の対象となります。  

 

        「５万円以下の罰金」 

                                         

大型  ７，０００円              

            普通  ６，０００円 

二輪  ６，０００円 

原付  ５，０００円 

         

１ 点 

 

「道路における交通の危険を生じさせた」場合については、改正後も現行

と同様に「３月以下の懲役又は５万円以下の罰金」、反則金（大型車１２，０

００円、普通車９，０００円等）、違反点数２点が適用されます。 

 

             

反則金 

反則金 

 

● 走行中は電源を切るか、ドライブモー

ドにしましょう。  

 

● 使用の際は、安全な場所に車を停止さ

せましょう。 

罰 則 

罰 則 原 則 は

違反点数 

平平平成成成１１１６６６年年年１１１１１１月月月１１１日日日施施施行行行   

・・・ 

違反点数 



●●●   集集集団団団暴暴暴走走走・・・消消消音音音器器器不不不備備備ははは罰罰罰則則則強強強化化化！！！騒騒騒音音音運運運転転転ににに

ももも罰罰罰則則則！！！          

 
今までは ・・・ 

集団暴走行為によって、「迷惑や危険に遭った方がいなければ罰則の対
象とはならず」、検挙に当たっては、迷惑や危険に遭った方の協力により、
それを立証することが必要でした。 

 

 
改正後は ・・・ 

① 「迷惑や危険に遭った方がいない場合」でも 
検挙され、罰則の対象となります。 

● 罰 則 ： ２年以下の懲役又は 
５０万円以下の罰金 
 

② 騒音運転等に対する罰則が新設されます。                         
● 罰 則 ： 「５万円以下の罰金」 
● 反則金・違反点数 

 
 

 

③ 消音器不備車を運転した者に対する罰金が引き上げられます。          
●罰 則 ： ２万円以下の罰金又は科料    

 
 
「５万円以下の罰金」  

●反則金・違反点数  

 
 

●●●酒酒酒気気気帯帯帯びびびののの呼呼呼気気気検検検査査査拒拒拒否否否ののの罰罰罰則則則ががが強強強化化化！！！   
今までは ・・・           （第 ６７条 第 ２項 ・第 １１９条 の２関 係 ） 

現行  ５万円以下の罰金 
 
改正後は ・・・ 

「３０万円以下の罰金」に引き上げられます。  
 

 

●●●放放放置置置車車車両両両ののの処処処分分分期期期間間間、、、短短短縮縮縮！！！   
（第 ５１条 第 １４項 関 係 ） 

 
レッカー移動保管された放置車両の所有者等が不明な場合、警察署長

がその車両を売却（廃棄）できるまでの期間が 
公示後３ヵ月から「公示後１ヵ月」    

に短縮されます。 

大  型  普通・二輪 原  付 違反点数  
７，０００円  ６，０００円 ５，０００円 ２ 点（従来どおり） 

 大  型  普通・二輪 原  付 違反点数  
現   行 ６，０００円  ４，０００円 ３，０００円 ２ 点  
改   正 ７，０００円  ６，０００円 ５，０００円 ２ 点  

・・・・・ 

ブォン 
ブォン 

（第 ６８条 ・第 １１７条 の３、第 ７１条 第 ５号 の３、第 ７１条 の２・第 １２０条 第 １
項 第 ９号 関 係 ） 

 


